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雇
用
年
齢
上
昇
の
経
緯

昨
今
の
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
伴
う

労
働
力
不
足
を
背
景
に
、
高
齢
者
活
用
の
声

が
益
々
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
感
が
あ
る
。

既
に
、
従
前
、
60
歳
定
年
制
で
あ
っ
た
も
の

が
、
２
０
０
６
年
に
65
歳
迄
の
雇
用
の
義
務

化
が
な
さ
れ（
多
く
の
企
業
で
は
、
60
歳
定

年
制
を
維
持
し
つ
つ
65
歳
迄
の
再
雇
用
制

度
を
敷
い
て
い
る
）、
２
０
２
１
年
に
は
70

歳
迄
の
雇
用
継
続
に
つ
き
努
力
義
務（
法
的

義
務
で
は
な
い
）が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
法
改
正
の
歴
史
に
鑑
み
る

に
、
数
年
を
出
ず
し
て
、
こ
の
努
力
義
務
は

法
的
義
務
と
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

２ 　
企
業
に
お
け
る
処
遇
体
系

我
が
国
に
お
け
る
雇
用
・
賃
金
体
系
は
、

昭
和
・
平
成
の
時
代
ほ
ど
で
は
な
い
と
し
て

も
、
な
お
、
終
身
雇
用
及
び
年
功
序
列
を

前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ

て
、
定
年
延
長
、
あ
る
い
は
雇
用
義
務
年

齢
が
上
昇
し
た
場
合
、
そ
れ
ま
で
の
定
年

年
齢
、
あ
る
い
は
雇
用
上
限
年
齢
の
処
遇

を
維
持
す
る
こ
と
は
、
当
該
企
業
に
お
い
て

は
、
そ
の
ま
ま
、
ポ
ス
ト
不
足
、
賃
金
原
資

の
純
増
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の

企
業
に
お
い
て
は
、
55
歳
か
ら
60
歳
へ
の
定

年
延
長
に
際
し
て
は
、
役
職
定
年
制（
定
年

前
に
、
役
職
か
ら
外
れ
、
ポ
ス
ト
と
賃
金
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
）を
導
入
し
、
60
歳
か
ら

65
歳
ま
で
雇
用
義
務
年
齢
の
延
長
が
あ
っ
た

際
に
は
、
60
歳
以
降
は
継
続
雇
用
制
度
を

導
入
し
、定
年（
60
歳
）時
よ
り
も
処
遇（
主

に
賃
金
）と
職
務（
主
に
責
任
の
重
さ
と
労

働
日
数
・
時
間
）を
軽
減
す
る
、
と
い
っ
た

措
置
が
と
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
し
、

雇
用
義
務
年
齢
が
、
予
想（
予
定
？
）通
り
、

65
歳
よ
り
70
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
際
に

は
、
企
業
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
65
歳
ま

で
の
処
遇
を
そ
れ
以
降
も
維
持
す
る
こ
と
が

最
大
限
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
65
歳
ま
で
の
処

遇
を
更
に
引
下
げ
る
、
と
い
っ
た
方
策
を
と

る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。

３　

    高
齢
者
に
と
っ
て
の

　

     

雇
用
延
長

現
在
に
お
い
て
も
、
少
な
く
な
い
高
齢

者
が
、
60
歳
以
降（
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ

以
前
の
役
職
定
年
以
降
）の
処
遇
低
下
に
よ

り
、
就
労
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
を
訴
え

て
い
る
。
無
論
、
処
遇
と
は
、
最
終
的
に
は
、

当
該
企
業
に
と
っ
て
、
更
に
は
社
会
か
ら
見

て
当
該
従
業
員
の
労
働
に
如
何
な
る
程
度

の
価
値（
処
遇
に
見
合
う
も
の
）が
あ
る
か

で
決
定
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
上
述

の
よ
う
な
処
遇
低
下
が
、
そ
の
就
業
価
値
を

低
下
さ
せ
て
い
る
場
合
、
さ
ら
に
処
遇
の
個

人
差
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
同

様
の
影
響
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
も
存
す
る
と
思

わ
れ
る
。
多
く
の
労
務
相
談
を
受
け
て
き
た

筆
者
の
経
験
で
言
え
ば
、
総
体
的
に
体
力
が

低
下
し
始
め
る
50
代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま

で
の
勤
務
に
お
い
て
意
欲
的
に
経
験
を
積
ん

で
き
た
か
否
か
の
相
違
も
相
俟
っ
て
、
若
年

層
よ
り
も
能
力
差
が
大
き
く
な
る
こ
と
が

多
い
。
特
に
能
力
を
認
め
ら
れ
た
者
が
役
員

と
し
て
処
遇
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以

外
の
者
で
も
、
差
が
生
じ
て
い
る
の
が
実
態

で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
定
年
後
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
比
較
的
に
幅
の
狭
い
低
処
遇
で

扱
う
こ
と
の
適
否
が
問
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
日

こ
の
頃
と
思
わ
れ
る
。
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入所のご挨拶

こ
の
度
、
令
和
８
年
１
月
、
髙
井
・
岡
芹

法
律
事
務
所
に
入
所
い
た
し
ま
し
た

中
嶋
万
紀
子
と
申
し
ま
す
。

出
身
は
、福
井
県
越
前
市（
旧
武た

け
ふ生
市
）で
、

高
校
卒
業
ま
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。
郷

里
に
あ
る
足
羽
川
は
、
日
本
さ
く
ら
名
所
１

０
０
選
に
も
選
ば
れ
た
、
室
生
犀
星
が「
あ
す

は
川
み
ど
り
こ
よ
な
く
濃
ゆ
し　

を
さ
な
か

り
し
桜
も
の
び
あ
が
り
」と
詩
に
詠
ん
だ
場
所

で
す
。
こ
の
原
稿
を
お
読
み
く
だ
さ
る
頃
に

は
、
春
風
も
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
も
季
節
の
良
い
時
期
に

お
近
く
に
お
寄
り
の
際
は
、
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
高
校
を
卒
業
し
た
後
、
そ
の
当

時
と
し
て
は
珍
し
く
社
会
学
部
が

あ
っ
た
関
西
学
院
大
学
に
進
学
し
、
臨
床
社

会
学
を
学
び
ま
し
た
。
学
部
時
代
に
は
多
角

的
な
視
点
を
涵
養
す
る
こ
と
が
で
き
、
得
る

も
の
が
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
自
分
に
は
実

学
が
合
っ
て
い
る
と
考
え
、
そ
の
後
、
関
西

学
院
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科（
博
士
前
期

課
程
）に
進
学
し
て
、主
に
民
法
を
学
び
つ
つ
、

先
輩
達
か
ら
の
ご
指
導
を
得
て
、
旧
司
法
試

験
に
挑
戦
し
、
卒
業
し
た
年
に
無
事
合
格
い

た
し
ま
し
た
。

　

合
格
後
は
、
大
阪
で
修
習
を
受
け
、
判
事

補
に
任
官
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
双
方

の
言
い
分
を
聴
き
、
悩
み
な
が
ら
判
断
を
す

る
こ
と
の
や
り
が
い
を
魅
力
と
考
え
て
、
任

官
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

初
任
地
は
、
故
郷
の
福
井
地
方
裁
判
所

で
、
主
に
民
事
合
議
事
件
を
担
当
い

た
し
ま
し
た
。
合
議
体
が
１
つ
の
み
で
専
門

化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
単
独
で
保
全
・
執
行
・

破
産
を
担
当
し
た
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
事
件
を
担
当
す
る
こ
と
が
で
き
、
力
を
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
任
明
け
後
、
検
事
に
転
官
し
、
中
央
労

働
委
員
会
に
出
向
し
て
特
別
専
門
官
と
し
て

勤
務
い
た
し
ま
し
た
。
所
属
は
、
菅
野
和
夫

会
長（
当
時
）が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
第
二
部
会

で
あ
り
、
救
済
命
令
等
の
原
案
作
成
、
訴
訟

対
応
、
各
種
研
修
の
講
師
等
を
担
当
い
た
し

ま
し
た
。
当
時
は
、
労
働
組
合
法
上
の
労
働

者
性
が
問
題
に
な
る
事
案
が
最
高
裁
判
所
に

複
数
係
属
し
て
お
り
、
議
論
の
状
況
に
リ
ア

ル
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
向
明
け
は
、
東
京
家
庭
裁
判
所
に
て
、

少
年
部
、
家
事
部（
遺
産
分
割
専
門
部
）で
順

次
、
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
家
事

事
件
手
続
法
の
円
滑
な
施
行
に
向
け
て
、
各

種
協
議
の
末
席
で
対
応
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
は
、
新
潟
地
方
裁
判
所
長
岡
支

部
、
札
幌
家
庭
裁
判
所
、
福
島
地
方
裁
判
所

い
わ
き
支
部
、
金
沢
地
方
裁
判
所
で
、
そ
れ

ぞ
れ
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の

異
動
で
は
、
特
例
判
事
補
か
ら
判
事
と
な
る

な
か
で
、
合
議
事
件
で
は
、
社
会
の
耳
目
を

集
め
る
よ
う
な
事
件
を
担
当
し
、
単
独
事
件

で
は
、
民
事
、
刑
事
、
家
事
と
幅
広
い
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

裁
判
所
に
こ
の
ま
ま
骨
を
う
ず
め
る
こ

と
に
な
る
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
年
々
、
裁
判
官
と
し
て
出
来
る

こ
と
の
限
界
や
社
会
と
の
距
離
感
を
残
念
に

思
う
よ
う
に
な
り
、
も
っ
と
身
近
な
形
で
社

会
に
役
立
つ
こ
と
が
し
た
い
と
考
え
、
弁
護

士
に
転
身
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

趣
味
と
し
て
は
、
旅
行
が
好
き
で
、
国
内

外
に
行
っ
て
お
り
、
転
勤
族
の
醍
醐
味
と
し

て
近
場
の
温
泉
地
等
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
最
近
は
、
慣

れ
な
い
都
会
暮
ら
し
の
た
め
自
然
を
求
め
て

か
、
観
葉
植
物
の
世
話
を
す
る
の
が
ス
ト
レ

ス
発
散
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
働
い
て
き
て
お

り
、
弁
護
士
と
し
て
は
遅
咲
き
で
学
ぶ
べ
き

こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
入
所
後
は
、日
々

様
々
な
案
件
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自

分
が
前
職
で
触
れ
て
い
た
の
は
、
ご
く
一
場

面
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
諸
先
輩
方
か
ら
の
教
え
を
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
、
１
つ
１
つ
の
ご
相
談
に
誠
実
に

対
応
し
、
法
改
正
や
最
新
裁
判
例
の
動
向
を

精
査
す
る
こ
と
で
、
一
日
で
も
早
く
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
研
鑽
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

弁護士  中嶋  万紀子
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セミナーのお知らせ

令和8年6月17日（水）　主催：株式会社労務行政
「募集・採用・退職・再雇用をめぐる法的対応」
～労働契約の開始と終了に絞った実務上の取り扱い～

「募集・採用・退職・再雇用をめぐる法的対応」
～労働契約の開始と終了に絞った実務上の取り扱い～
に弁護士小池啓介が登壇いたします。

本講座では、「採用前後」や「退職前後」といった、
トラブルが多く発生し、注意が必要なフェーズでの
基本的知識を法令・判例の面から確認するとともに、
典型的なトラブル事案における実践的な解決例をわ

かりやすく解説します。フェーズごとに多角的な視
点から確認することにより、人事担当者の知識の定
着を図り、将来発生するかもしれないトラブルに対
処する準備に万全を期すことを目的としています。

　　　詳細はHPをご覧ください。 〉〉

開催案内

令和8年6月22日（月）　主催：株式会社労務行政
「職場におけるLGBTQへの配慮と留意点」
～企業は何をする必要があり、何をしてはいけないのか～

「職場におけるLGBTQへの配慮と留意点」～企
業は何をする必要があり、何をしてはいけないのか
～に弁護士帯刀康一が登壇いたします。

本講座では、どの職場にもLGBTQ当事者が勤務
しうる現状において、「職場のLGBTQ」について企

業側が理解しておくべきリスク・ポイントを網羅的
に解説します。

　　　詳細はHPをご覧ください。 〉〉

開催案内

令和8年7月1日（水）　主催：株式会社労務行政
「賃金・賞与・退職金をめぐる法的対応」
～判例等を踏まえたトラブルの予防及び適切な実務対応～

「賃金・賞与・退職金をめぐる法的対応」～判例
等を踏まえたトラブルの予防及び適切な実務対応～
に代表社員弁護士岡芹健夫が登壇いたします。

本講座では、賃金・賞与・退職金に関する基礎知
識を整理するとともに、実務上トラブルになりやす
い点・留意すべき点を理解することにより、賃金を

めぐるトラブルの予防及びトラブル発生時の適切な
対応が可能となるよう、具体的にわかりやすく解説
します。

　　　詳細はHPをご覧ください。 〉〉

開催案内

令和8年8月5日（水）　主催：株式会社労務行政
「高齢者雇用をめぐる法的問題と実務対応」
～近時トラブル増加中の高年齢者雇用に関する留意点～

「高齢者雇用をめぐる法的問題と実務対応」～近
時トラブル増加中の高年齢者雇用に関する留意点～
に弁護士帯刀康一が登壇いたします。

本講座では、同一労働同一賃金の問題、無期転換
ルール、定年時の再雇用許否や雇止めなど、高齢者

雇用をめぐる法的な知識と実務対応をわかりやすく
解説します。

詳細は追ってHP・メルマガにてご案内い
たします。

開催案内

セミナーのお知らせ
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ティータイム

弁護士  八木  麻実

日々の業務の癒しとするため、業務
デスクに自分な好きなキャラクターの
アクリルスタンド（以下「アクスタ」と
いいます）を飾っていますが、最近は
業務で参考にする書籍に圧迫され気
味です。本音は日々の業務の更なる癒
しとするために徐々にアクスタを増や
したいのですが、電子書籍やサブスク
リプションも多いこの時勢にもかかわ

らず、不思議なことに書籍が増殖する
ペースは速く、業務デスクが書籍で埋
まり、アクスタを置くスペースがなく
なる日もそう遠くはないと思われます。
書籍が増殖していくことは弁護士とし
ては当然かもしれませんが、人間とし
ては日々の癒しが欲しいものです。ア
クスタに代わる癒しがないか日々検討
しています。

令和 8年 4月オフィシャル記者クラブ 事務所行事報告   

書籍のご案内

    2025年度テーマ一覧

 第5回  「従業員の不正・非行に対し、企業がとるべき
対応」（講師：弁護士宇井一貴）

 第6回  「休職に関する労務対応～私傷病休職を中心に
～」（講師：弁護士平良亜大）

 第7回  「出向・転籍を中心としたグループ会社間の人
材活用と法的留意点」（講師：弁護士八木麻実）

 第8回  「2025年に成立した人事労務分野に関係する
法改正事項」（講師：弁護士伊藤憲昭）

4月17日に第9回『判例・事例から見える労務
対策セミナー』「判例解説　解雇・懲戒の勝敗分析」

（講師：代表社員弁護士岡芹健夫）を開催いたしま
した。

同セミナーは下記「第2版　判例解説　解雇・懲
戒の勝敗分析」の刊行を記念して開催したものです
が、多くの方にお申込みいただき、大変盛況となり
ました。次回の第10回目は、7月中旬頃に開催予
定でございます。詳細は近日中にHPおよびメーリ
ングリストにてご案内いたしますので、ぜひご参加
いただけますと幸いです。

配信案内 【無料・オンデマンド配信】　Business & Law 合同会社主催
「人事異動の実務における留意点」

本セミナーでは、企業の人事権に関する基礎知識
を確認したうえで、人事異動をめぐる最新の動向と
それらを踏まえて企業に求められる対応について解
説しております。

　　　詳細はHPをご覧ください。 〉〉
※本セミナーは2025年10月2日に開催

されたセミナーの録画映像の視聴とな
ります。

弁護士法人髙井・岡芹法律事務所編著
「第2版  判例解説  解雇・懲戒の勝敗分析」（日本加除出版） 

【顧問会社様対象】 
 「判例・事例から見えてくる労務対策セミナー」 開催のご報告

2026年4月20日、「第2版  判例解説  解雇・
懲戒の勝敗分析」が刊行されました（税込4,950円）。

本書は、2020年刊行の初版「判例解説　解雇・
懲戒の勝敗分析」の掲載事件をすべて入れ替え、全
面的に刷新した改訂版です。

平成25年から令和7年までに出された解雇・懲

戒に関する裁判例56件を取り上
げ、事実認定を踏まえた裁判所の
判断を詳細に解説しております。
ぜひお手にとっていただければ幸
いです。
※初版本も引き続きご購入いただけます。
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